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教師力養成講座

県の教育課題と教師に求められる資質・能力

について

群馬県教育委員会義務教育課
教科指導係 髙橋 学

２ 群馬県教育ビジョンについて
（第４期群馬県教育振興基本計画）

第４期 群馬県教育振興基本計画

群馬県教育ビジョン

自分で考えて、自分で決めて、自分で動き出す

人は、誰しも、生まれついて自分と社会を

より良くしようと願う意志や原動力を持っている。
＝エージェンシー

最上位目標

自分とみんなのウェルビーイングが重なり合い、高め合う共生社会へ向けて

ーひとりひとりがエージェンシーを発揮し、

自ら学びをつくり、行動し続ける「自律した学習者」の育成ー

多様な個人が、それぞれの幸せや生きがいを感じられることで
あり、身体的・精神的・社会的に良い状態にあること。幸せや
満ち足りた状態(happy）だけでなく、生きがいや人生の意義
などの将来にわたる持続的な幸福を表します。

well（身体的・精神的・社会的に良好な）＋being（状態）

ウェルビーイングとは？

群馬県が定義する 学習者エージェンシー

人が誰しも生まれついて持っている自分と社会をより良くしていこうと
願う意志、原動力

1 2

3 4



2024/8/8

2

●これまで以上に先行きが不透明とされる時代に必要な力
は、どんなものなのか?

●私たちの（子どもたちの）主体性や社会参画への意識
が弱いとされるのは何故か？

●良かれとの思いから、失敗しないように先回りして
与えすぎる教育が、生まれつき持っていた自ら成長する
力（エージェンシー）を損なっていたのではないか？

現状の課題
技術革新
の速さ

多様化

想定外の
出来事

先行き不透明な時代

求められる人物像

＜高度経済成長期＞
平均的な知識・技能 礼儀正しく、真面目

＜これから・・・＞
自らの頭で考え、身につけた知識・技能を
組み合わせながら、周りの人たちと対話を重ね
協力しながら解決へと導いていく力

みんなと同じことができる 言われたことをできる

「はじめから答えの決まっている
問題を素早く解ける力」

「指示されたことを
きちんとやり遂げる力」
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子どもたちの主体性や
社会参画への意識の弱さ

与えすぎる
教育

社会が悪い、社会のせいだ

誰かが決めてくれるはず

よかれと思って

自分の責任ではない

エージェンシー

人が誰しも生まれついて持っている
自分と社会をより良くしていこうと願う意志、
原動力

自分と他者を尊重した上で､
課題を自分事化し､自ら考え､判断して
責任ある行動をとろうとする意志の強さ

「自律した学習者」へ
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３ エージェンシーを発揮する
「自律した学習者」へ

～教師に求められる資質・能力について～

学習指導要領の改訂
小学校 令和２年度 中学校 令和３年度より 実施

□ 社会に開かれた教育課程

□ 育成を目指す３つの資質・能力
「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力、人間性等」

□ カリキュラム・マネジメント

□ 主体的・対話的で深い学び

信じて

任せる

そして、待つ

エージェンシー
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①問題解決的な学び
②伴走者としての
教師の役割

見守りつつ、適切な
支援を行う
（問いかけ・発問）

【個別最適的な学び】 【協働的的な学び】

指導の個別化

学習の個性化

①問題解決的な学び

①問題解決的な学び

グーとパー どちらを指しますか？

①問題解決的な学び
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②伴走者としての
教師の役割

見守りつつ、適切な
支援を行う
（問いかけ・発問） 信じて

任せる

そして、待つ

エージェンシー ４ 教師が「～させる授業」から
児童生徒が「～する授業」へ

学校教育の指針

教師が「～させる」授業から、
児童生徒が「～する」授業へ

学校教育の指針

信じて 任せる そして、待つ
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させる授業？する授業？

□ 「今日は～してほしいと思います。」

□ 「今日のめあてはこれです。」

□ 「それはまだ言わないでね。」

□ 「～さんがいいことを言ってくれました。」

□ 「今日の勉強は、わかりましたか？」

□児童生徒が自分たちで追究すべき課題を設定する

□児童生徒が自らの学びを自覚できる
振り返りをする

□課題解決に向けて、あきらめずに繰り返し挑戦する

児童生徒が「～する」こと

□児童生徒が自分たちで追究すべき課題を設定する

○比較する
・昨日の問題と今日の問題
・Ａの写真とＢの写真
・自分の作品とお手本

前時
3桁×１桁の筆算は、
どのようにすればよいだろう？

312×5＝
312

× 5
1560

3桁×１桁の筆算は、2桁×1桁
の筆算と同じように一の位から
順番に計算する

め

ま

本時

302×5＝
め

ま

比
較

＜算数の例＞

めあてとまとめ
を正対させる

25 26

27 28



2024/8/8

8

め なぜ、時間によってかげの位置が
変わるのだろう

ま 時間によってとかげの位置が変わる
のは、太陽が東から西に動いている
からだと考えられる。

9時のかげの写真 15時のかげの写真

＜理科の例＞

比
較

めあてとまとめ
の正対

□課題解決に向けて、あきらめずに繰り返し挑戦する

粘り強さ 自己調整

□児童生徒が自らの学びを自覚できる
振り返りをする
関心・意欲・態度 主体的に学習に取り組む態度

粘り強さ 自己調整

最後の発表では、よい合奏に
することができて、とてもう
れしかったし、楽しい思いが
ありました。

思ったよりも音が弱かったで
す。鍵盤ハーモニカを使えば
もう少し強い音になったかな
と思いました。

信じて 任せる そして、待つ
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教材研究

寄り道も含めた

間違えを想定する力

単元構想

全国学力・学習状況調査の回答類型

全国学力・学習状況調査の回答類型

８０と
解答しているもの

■提示配布機能（短時間で！効率的に！）

■思考の補助機能（何度でも！簡単に！）

■共同編集機能（複数で！同時に！）

■一覧表示機能（瞬時に！全員の！）

■データの保存・提出機能（いつでも！手軽に！）

□検索・収集機能（簡単に！様々な！）

□撮影・録音・再生機能（すぐに！その場で！）

□発信機能（誰でも！手軽に！）

問題解決的な学習を充実させるICT機能

試行錯誤

ICT活用
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自身の授業を省察
（Reflection）する力

□ ねらいの達成状況は？

□ 「～させる」授業になっていないか？（教師の発話量）

□ 自己決定、対話・交流、試行錯誤の場面があるか？

□ 児童生徒の振り返りの時間は十分確保できたか？

本日のまとめ

○エージェンシーは誰の中にもある
・信じて、任せる そして、待つ

○教師が「～させる」授業から、
児童生徒が「～する」授業へ
・間違えを想定する力
・自身の授業を省察する力

本日の振り返り

・自己調整

・粘り強さ

５ おわりに
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